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令和２年度第１回城陽市総合教育会議議事録 

 

１ 開催日時 令和３年（２０２１年）１月１９日（火） 午前１０時から 

２ 開催場所 市役所本庁舎２階第１会議室 

３ 出席者  市長   奥田市長 

       教育長  北澤教育長 

       教育委員 﨑川教育長職務代理者 

            小森委員 

            大戸委員 

            岡田委員 

       事務局  薮内教育部長、藤林教育部次長 

            松本学校教育課主幹、木村教育総務課教育総務係長 

 

４ 日程 

       １）城陽市ＧＩＧＡスクール構想について 

 

５ 会議内容 

  （１）開会 

木村教育総務係長：それでは、定刻になりましたので、総合教育会議のほうを始めさせて

いただきたいと思います。 

    まず初めに、市長のほうから御挨拶がございます。 

奥田市長：皆さん、おはようございます。総合教育会議でございます。開会に当たりまし

て、一言御挨拶申し上げます。 

    １月に入りまして、いまだ御案内のとおり新型コロナウイルスの収束が見通しが

立たない。まだ世界中で猛威を振るっているというのが現状でございまして、実際、

城陽市のほうも年末ちょっと前は安定していたのですけど、年末、お正月を挟んで

急に増えてきまして、もう二桁と思っていたのが今もう三桁で、１４０になっても

う、昨日は久しぶりに城陽はゼロでしたので、このままでと思っているのですけど

も、京都も厳しいですし、どうぞ皆さん方におかれましても、十分気をつけていた

だきたいと思います。 

    総合教育会議につきましては、今年度初めての開催となりますが、本市教育行政

の推進のため、本日の会議におきましてもこれまで同様、忌憚のない御意見を賜れ

ばと思っております。 

    本日の会議でございますが、城陽市ＧＩＧＡスクール構想について御議論いただ

く予定でございます。広報じょうようでも大きく取り上げましたが、本市では京都

府内でいち早く小・中学校に対し、いち早く、一番です。はっきり言って一番でこ

の全小・中学校に対してのタブレット端末を１人１台配備し、ネットワーク整備も

一体的に行ったところでございます。私といたしましては、今この城陽で暮らす子

供たちが立派に成長し、これから迎えるグローバル化社会の中で未来の作り手とし

て輝きを持って活躍していることを願っております。ＩＣＴを活用して子供たちの

学びの保障を図っていきたいと考えているところでございます。教育委員の皆様に

おかれましても、本市のＩＣＴ教育に対してそれぞれ期待をされている点がおあり

と存じますので、ぜひたくさんの御意見を賜りますようお願い申し上げまして、簡

単ではございますが、開会に当たりましての御挨拶とさせていただきます。 

    今日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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  （２）日程に基づく議事 

 

    １）城陽市ＧＩＧＡスクール構想について 

 

木村教育総務係長：ありがとうございました。では、早速ですが議事のほうに入らせてい

ただきたいと思います。進行のほう、よろしくお願いいたします。 

奥田市長：それでは、次第に従いまして議事を進めさせていただきますので、議事進行に

御協力をお願いいたします。 

    お手元の資料に基づきまして、まずは教育長から説明をお願いいたします。 

北澤教育長：おはようございます。教育委員会の業務につきましては、学校教育、青少年

の健全育成はもちろんのこと、生涯学習、文化芸術、スポーツの振興と大変幅広く

所管をしているところです。その業務のよりどころといたしましては、教育大綱が

ございます。計画の期間を５年としておりますので、来年度が最終年ということと

なります。内容につきましては、第４次の城陽市総合計画で示しているところでご

ざいます。そのことを踏まえまして、本日の協議につきましては、学校教育をテー

マとし、本年度までの事業実績、これをベースにして来年度におきまして城陽市の

教育の構想として特に重要な５つの項目を具体化させていただきました。配付資料

の最初に、子供の未来輝きプラン２０２１というのがございますので、御覧くださ

い。これは、教育委員会が学校に対して設置者として行う指示・指導や教育環境の

整備等、重点事項をまとめたものです。本プランのコンセプトといたしましては、

未来の教育を創造し、展望し、令和の時代にふさわしい力を育む授業としてありま

す。もう一つ、次代を担う子供が夢を感じる城陽市ならではの教育の創造というこ

ととしております。 

    １つ目でございます。本市のＧＩＧＡスクール構想です。ＩＣＴ教育を推進し、

デジタル化社会に対応できる能力を身につけるというものでございます。 

    ２つ目ですけども、グローバル化社会への対応ということで、英語教育の推進に

努めるというものです。世界的なコロナ感染の関係でＡＥＴの来日が遅れておりま

すが、収束に向かえば１０名体制となり、一層の充実が図れると考えているところ

です。 

    ３つ目ですけれども、中学校の水泳指導ということで、民間の施設や指導者を活

用し、教育効果を向上しようとするものです。これもコロナ感染が収束すれば実現

するものです。 

    ４つ目ですけども、幼稚園教育です。有識者の提言を踏まえ、改革を実行し、特

に３歳児保育では現在、１５名の申請があるということで、成果として表れてきた

ところです。今後、まだ残っております課題、給食の提供ですが、これにつきまし

ても実施に向けて取り組んでいこうとするものです。 

    最後、５つ目になりますが、開かれた学校づくりということで、地域の方々の学

校支援や教育への参加協力は、これも従前から行っているところですけれども、し

かしながらその効果については我々としては観察とか手応え、そういったものしか

ございません。地域の方々とのつながりが子供たちにどういった教育効果をもたら

しているのかを科学的に調査研究し、その結果をもってより一層、社会総がかりの

教育を進めていこうとするものです。これにつきましては、１つ目のＩＣＴ教育の

推進とセットで考えているものでございます。デジタル化社会への対応だけでなく

て、人と人とのつながりや交流を大切にする教育も同時に進めていこうとするもの
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です。知識や技能だけでなく、人間らしさを併せ持つ人材を育てていきたいと。こ

ういったことを考えているところです。 

    全体の重点事項というのは以上のとおりでございます。それでは、先ほどのＩＣ

Ｔ教育ですが、将来を担う子供のためにと市長の御英断もございまして、相当の財

政投資も賜りました。京都府では最も早く適切に整備を終えたところでございます。

現在、学校現場での活用の段階となっております。進捗状況、あるいは詳細につき

ましては、担当のほうから説明をいたしますので、その後、様々な御意見等、御協

議をお願いしたいというふうに思っていますので、どうかよろしくお願いします。 

    以上でございます。 

松本学校教育課主幹：それでは、私のほうから動画をもとに城陽市のＧＩＧＡスクールの

状況について御説明させていただきます。前のスクリーンを御覧ください。パーテ

ーションで見にくければ見えやすい位置であったり、パーテーションのほう御移動

をお願いしたいと思います。途中止めながら説明もさせていただきます。 

    まず、１人１台端末の実現ということで、市長、教育長の挨拶の中にもありまし

たとおり、１２月末で全ての学校に配備がされました。モデル校につきましては１

０月末に配備され、活用が先行的に始まっております。児童生徒のみならず、教職

員につきましても１人１台の端末を配備しております。通常のｉＰａｄになります

と、私どもが使うような軽いものになりますけども、子供たちに配備しているもの

につきましては、お手元にありますように非常に分厚くて重いカバーがついており

ます。落下しても少々壊れるものではないというもの、また併せてカバーキーボー

ドもついております。タブレット端末の画面に直接タップしたり触れたりするだけ

でなく、キーボード入力することもできます。また、ペンがついてございます。充

電式のペンでありまして、これも１人１つを実現させていただきました。様々な学

習用のアプリケーション、立ち上げていただいたらたくさん見えるかなと思います

けれども、学習であったりとか、また友達との協力作業等で使えるもの、また遠隔

授業等にも対応したアプリを今回の１人１台端末の実現において導入させて頂きま

した。 

    また、周辺機器でございます。これまで中学校でなかなか整備が進んでいなかっ

た大型モニターも、この９月に全て完了し、市内小・中学校全ての普通教室で大型

提示装置が実現できました。また、アップルＴＶという画面を映し出す、今現在私

のはこのノートパソコンからこの線を通じてプロジェクターで映しておりますけど

も、無線で飛ばすことができる。もちろん音も無線で飛ばすことができるこのアッ

プルＴＶということで、御自宅ではよく映画の視聴であったりとか、そういったも

のに使われておりますが、教育用の子供たちや先生方のタブレットからそのままテ

レビに映し出すことができるというものでございます。 

    また三脚ですけれども意外と使いどころがたくさんありまして、遠隔教育以外の

ところの授業場面でも使える。とりわけ実技教科等でいろいろと使えるということ

で、これも普通教室に全て導入していくというところでございます。 

    続いて、オンライン授業の環境整備ということで、モバイルルーターにつきまし

ては必要家庭数を１０月に調査し、学校にもう既に配備しており、臨時休業等の緊

急事態の際にはすぐに配付、活用できるようにしているところでございます。また、

その他、必要な環境等を備えております。また授業だけではなくて、校外学習等で

も実施できるような環境整備をしています。それらは実践事例ということで、モデ

ル校の紹介をさせていただきます。 

    まず、西城陽中学校、児童の音声、生徒の音声も入っておりますけども、少しお
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聞き苦しいところもありますが、機能面も含めて活用状況について説明させていた

だきます。大きくテーマとしては時間とか距離の制約を取り払って、また子供自身

も教師も客観的にいろいろ見ることができて、また共有することができるというも

のでございます。まず円周角。これは今先生がタブレットの手元で課題を配付する

というところであります。一瞬で子供たちの手に渡って、手元に届いたらすぐ取り

かかれる。これまででしたらプリントの配付だけで数分要して、１枚足りへんとか

余っているとかというところで結構時間を要していたものが一瞬でできると。先生

がここにデータを今映したところです。押した瞬間にもう子供たちの作業が始まる。

ペンで直接書き込みがされていると。今、提出する先を選んで先生の指示でみんな

のデータを集めているところです。先生が集めたデータをもとに子供たちが書き込

んだものでございますけども、ここに投影、映し出しまして、説明できると。書き

込みがここでされている。ここに線を引かれますけど、これまででしたら、子供た

ちに直接黒板に書かせに来させたり、ホワイトボードに書いたものを前で見させた

りということでしたけども、非常に時間とか距離の節約ができる。これ、非常にい

いところは、書き込んだものを消すことができると。今まででしたらプリントを何

枚も使ってとかというところが、消して自分が納得できるように、理解できるよう

になるまで何回もできるというところが利点です。この子は納得しないのですね。

教えてもらったことに対して友達も協力して説明してくれる。またやり直している

のですけど。これまででしたら、紙に書いたら終わりというところで止まっていた

ものが、消してやり直しができるということで、そういう機能を使うと何回でもや

って自分でもっとチャレンジしてみようというところが、自動的にｉＰａｄでした

ら実現ができてしまうというものです。 

    続いて、中学校、証明の問題です。証明でいきますと結構書き込みがたくさんに

なって５行、６行がもう普通になってくるということです。先ほどとちょっと違う

形での使い方になります。配付されたプリントにこれまでどおり記入していく。タ

ブレットに記入していくとどうしても書き込みの動作たくさんあるのでふさわしく

ないということで、撮影という機能を使って授業を進めていくことになります。こ

の撮影したものも提出することができますので、授業の内容に応じて使い分けする

ことができます。もちろんデジタルですので、何度も撮り直しが可能と。誰でも簡

単に提出ができ、このあと提出したものについてお互いに見合うことができる機能

も備えておりますので、この子はこの後友達の考えを見ていくことになります。一

覧で見てもちろん拡大もできますので、見えにくいものは画質を落とさずに大きく

映し出すことができます。ほかの子と意見が違ったので、どうしたものかなと悩ん

でいて、自分の考えを見詰め直しているところで、単に答えを書いて出せばいいと

いうことではなくて、考え方を重視した授業をすることが、机のその場所にいても

できると。 

    続いて、富野小学校５年生のマット運動になります。これはもうシンプルに動画

を撮る。撮ったものをその場ですぐ見れる。これを見て自分の演技がどうだったか

というのが、自分の目でも客観的に見ることができる。もちろんお互い使い回して

見ることもできます。これ、マットのシンクロ運動、表現運動の一つということで、

全体を今ここでこの子が撮っているわけです。非常にばらばらな状態なのですけど

も、タブレット端末があることで今後どうしていったらいいのか。スロー再生や繰

り返し再生、もちろん一時停止もできますので、目的に応じて使い分けていくこと

で自分たちの技能を上げていくことができる。 

    続いて、今回導入したデジタルドリルでございます。富野小学校は朝学習で基本
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使っているということで、その様子を一部お見せしたいと思います。自動採点機能

がついておりますので、この子は正解して非常に喜んでいるところで、１０分間集

中してこのような状態で取り組んでおります。 

    次の動画は、これは１年生が操作している画面になります。単に自動採点の機能

だけではなくて、ＡＩとまではいかないのですけども、苦手、得意内容の提示が自

動的にされる。専門的な用語で言うとアダプティブ、近づけていく、接続していく

という用語になるのですけど、そういったものを提示してくれます。この子は今か

ら苦手なところを踏まえて、できなかった苦手をなくそうというところでここに出

ているのですが、もちろん得意科目の内容も出てきますので、そういったものを自

分で選んで自分で進めていく。この子は苦手をなくそうを選んで、数の並べ方をし

ています。すみません。ここかぶっていてちょっと見にくいのですが、過去の点数

もちょっと出ていて、どうだったかな。もちろんレベル別のものも表示されており

ます。選んで自分で問題を解いていく。もちろんその場で瞬時に丸つけをしてもら

える。分からないときにはヒント、動画等があるというものです。答えがあってい

て全部解くと、学習履歴が分かるということで、過去何点だったか、それぞれの問

題で、まだやっていないところは空白になります。そういったものを見て、じゃあ

自分が次、どこをどうしていこうか。この子はもうやっていないところを挑戦する

ため選んでいくというふうにしていきます。もちろん学年の壁を越えたりとか、今

現在習っているところ以外のところもできると。富野小学校さんは朝学習で使って

いるということでしたけども、久津川小学校さんはすき間時間、いわゆるもう早く

課題が終わった、やることが今まで読書しかなかった。また宿題を取りあえずやっ

てもいいかなというような時間やったものが、こうやって自分で学びを進めるとい

うこともできるというのが利点でございます。 

    続いて、国語でございます。お気に入りの場面を見つけようということで、途中

になるのですけども、この子は自分のお気に入りの場面の画像を取り込んで、その

理由を書いております。合わせ技みたいなのが子供は小学校１年生で、自分ででき

ちゃうというところです。中学校３年生がやっていたようなものが今、小学校１年

生でできるというところです。同じように、このあと課題の提出があります。課題

提出されたあと、このようにカラフルなシートなのですけれども、共有したものを

見ることができる。この子はこのあと振り返るのですね。私が撮影しているからじ

ゃなくて、書いている子のほうをちらっと見ます。この子こんなん書いていたよね

と。このあと先生が、そこの動画は少しないのですけども、意見交流の際にその子

のところに行ってどうしてこうやったのとかいうようなことをお互い質問し合うよ

うに交流する材料となっている。良い意見のところ、自分にないところ、違うとこ

ろについては注目して読んでおります。 

    続いて、久津川小学校の外国語スピーチです。もちろんしゃべることが中心には

なりますけども、ｉＰａｄで事前にキーワードになるようなものをこれは文字入力、

英語で打ち込んでおります。またそこに合わせて手書きでも書くことができるので、

表現の幅が非常に広がるというものです。 

    続いて、プログラミング教育です。一般的なプログラミング教育で正しい指示を

組立てていこうということで、小学校ではコードを打ち込むのではなくて、ブロッ

クで指示を出していくと。真っすぐ進む、止まるとかというのが正しく組立てられ

ないと、思いどおりに動きませんよということでやっておりました。また、今年度

城陽市はＮＴＴ西日本との連携事業でプログラミング教育をやっております。資料

のほうを一部お見せさしてもらいたいと思います。まず、ＡＩとは何かというのは
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大人でも説明できないところが多いかと思います。そういったことはかみ砕いて実

物とかを使いながら説明をしてもらいます。単純にいっぱいコンピューターに学習

をさせて学ばせていって、それを使っていけるものであると。こういう中身になっ

ていますよ、ＡＩの中身はもうコンピューターの専門的なことにしかなっていない

という話はよくあるのですけども、こういう指示系統になっていて、何かあったら

分岐ができるというようなことで指示がされているというものです。そういったも

のがこういう会話のロボット以外にもいろいろなものがありますよということで、

生き物集めのアプリを使って体験をしていくということになります。これも非常に

シンプルな中身で、とったものは学習さしたもので判別をしていくという。実はＡ

Ｉ難しくないですよ。簡単ですよと。そういったものでいろいろな製品が今、開発

されていると。皆さんもそういうアイデアを大事にしながら、自分たちでこんなも

のがあったらいいなというのをちょっと考えてみましょうというのが、今回のプロ

グラミング教育、創造性を働かせる部分の教育になります。こういった困っている

ことを解決するためのフローチャートづくりをしてみようということでやっており

ます。こちらは資料等は用意できなかったのですけども、一つ紹介させていただく

と、小学校６年生が朝カメラを部屋につけておいて、自分が寝ているか起きている

か判別してくれて、起きるまでアラームであったりとか声かけをして起こしてくれ

ると。起こしたあとは、その自分の体調に合わせた朝食だとか、また外気温に合わ

せた服をコーディネートしてくれて案内をしてくれるというようなものがあればい

いよねというのを考えています。そういったものをフローチャートで表しておりま

した。 

    今後でございます。もちろん授業外のことでも活用はどんどん広がっていきます。

例えば、これもライブ配信でさせていただきました。どの学校でもできる状況には

あります。これは先生方の研修でございます。北城陽中学校を会場に実施したもの

をこちらの画面を配信して、こちらのほうに音声が届くようにしてあるのですけど

も、別の中学校でも先生方全員が一斉に受けられるというライブ配信になります。

こういったものがあると講師の先生がわざわざ行かなくてもできる。また、生徒の

交流会でも使われました。というように、このあともああいうようにオンライン会

議ができる環境が整っているということでございます。 

    来年度でありますけども、全ての学校ではありませんが、全国学力・学習状況調

査、これ小６・中３が実施するものでありますけども、一部オンラインでやってい

こうというような動きがあります。今後こういったことが拡大していくということ

で、文科省も提示をされておられます。 

    続いて、学校の情報化、今後でございます。今現在、職員室と先生方が持ってい

るｉＰａｄでの情報の共有ができるようにしております。これによって様々な時間

とか距離の制約が取り払われて、より効果的・効率的な学習が、授業が実現してい

くということと併せて、先生方の働き方改革に寄与するような研修等も実施できる

というものです。オンラインやクラウドを使うことによって、例えば現在思案して

いるところでございますけども、オンデマンドの研修、ビデオを個別で見ておいて、

来週までにこれを見ておいてくださいね。先生方も出張や会議等で多忙であります

ので、それぞれの時間を使いながら端末ネットワークを使って研修できていけると

いうことで、３０分程度、非常に著名な方なのですけども、来ていただくとなった

ら非常にお金と時間との調整が難しいのですけども、こういったものが簡単にでき

るようになってきます。こういったものも進めていって、先生方の指導力等向上に

努めていきたいなと考えております。 
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    続いて、そういった環境や教師の指導力を合わせてオンライン授業ですね、もち

ろん長期の臨時休業の対応のときのみならず、別室での対応ということも可能にな

ります。ただ、これができる環境はありますけども、本当にその子にとって必要か

どうか。また教室でみんなで授業を受けていったり、また今後の進路のことを考え

た上での環境が必要になるかなと思っています。選択肢が増えたということで、御

理解いただけたらと思っております。 

    このような環境をたくさん構築したところではありますけども、やはり最後はど

ういう授業を目指すのかというところは、アナログな部分とデジタルの部分をうま

く組み合わせていく必要があると。同じぐらいの子供たちが主体的に学習に取り組

めるよう、またその主体的が結果や子供たちの成長につながるように考えていかな

ければならないと考えております。 

    お手元にあります情報化推進計画もそれを目指したものでございますので、また

このあと御意見等を頂けたらと思います。 

    ありがとうございました。以上でございます。 

奥田市長：はい。御苦労さまでした。 

    今、教育長からのお話とか松本主幹が現状、我々まだまだその子供たちの、私自

身教室へ入っていないので、実際どのような形で行われているかというのが。画面

を通して、画像を通しては何となく分かっているのですけれども、何かすごく多様

性のこの機能を十分使いこなせたらすごいことができるのじゃないかなという感じ

はしていますし、比較と言いますか、どうしても私らが小・中学校で受けてきた学

習内容、形態等を思い出しますと、もう全然天と地の違いがあるような、もうすご

いＩＴの進歩だなということを考えています。難しい操作を私たちは感じているの

ですけども、子供たちというのは吸収が早いですよね。もう一回何か覚えたら、も

う忘れずに次の展開へ入っていく。私ら新しいことを覚えたら、次に行ったときに

は、その前にやっていたのはどうやったかなというようなことがあるのはちょっと、

こういう機器を通してそれだけついていっていないというような面があるのじゃな

いかなとは思うのですが、子供というかもう就学前の子供でも、学校へ行かなくて

もこういうの渡しておいたらパパパッとして覚えているというのは、うちも孫がい

るのですけど、私より力あるなと思ったりするぐらい吸収が早いので、いいこうい

うタブレットを使って小・中学校の子供たちが力をつけてくれたらいいなと思って

います。いろいろ課題も出てくるとは思うのですけれども、城陽市としてはやはり

これからのグローバル化社会、デジタル化社会、政府も新しい省庁を作ることを言

っていますので、デジタル庁。これからやっぱりそういう時代に入ってきているん

やと思いますし、城陽の未来を創る子供たち、全国に誇れる人材育成につながると

いうことは、私は非常に大事だと思っておりまして、教育の重要性、城陽のまちづ

くりには、しっかりと政策としての打ち出しをやっていけたらと思っております。 

    今回のこのタブレット整備なのですけれども、既に御存じ頂いていると思います

けれども、先ほど挨拶の中でもちょっと言わせていただいたのですけど、京都府内

ではこの整備、教育委員会の皆さんのお力でもう一番早く整備していただいたとい

うのは良かったなと。昨日たまたまいろいろな話、以前にもお話ししたと思います

けども、京都府の教育長、橋本教育長は城陽の人ですので、小さいときから城陽に、

私らも小さいときから知っていたので、北澤教育長は城陽高校でも同級生やってい

うので。非常に親しみがあるので話していたら、確かにこのタブレットの件で城陽、

一番早く整備してもらったということで、そういう評価もしてくれてはりましたし

ね。良かったなとは思っているのですけれども、これからのまちづくりの中でこの
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財政的なことを言いますと、これを整備するのは非常に厳しいのですよね。だから、

それがやっぱり今の教育委員会が非常に知恵を絞っていろいろと子供たちのために

何をどうすべきかと精査してくれている中で、たまたまこのコロナ禍が入ってきま

したので、政府からの臨時交付金というのが入ってきているのですけども、これは

城陽の、国がやって府がやり、そして市がやるという三段構えになっているのです

けれども、大枠は国が決め、京都府からそれを通して市にそういう交付金が入って

くる。だけど、その使い方でも、行政が担当していたらやっぱりもう、幅広いので

すよね。３６０度いろいろもう福祉から何と言うのですかね。一般の市民生活、い

わゆる教育委員会で言うたら社会教育に当たるほうになりますかね。そういうふう

なのとかね。もういろいろなところにそれを御商売をやっておられる方の商工関係

とか、そちらのほうにもその割り振りを考えている中で、何としても子供たちのそ

の教育委員会のほうのこの考えてもらっているこのタブレット政策に持っていきた

い、何としてももうこの際、いろいろなことが学校で授業もできないことやら、い

ろいろなことも考えられるので、思い切りここに投資していこうと。そういうふう

な教育委員会、強い考え方に私ももちろん市長をやらせてもらってからは教育に対

する力をしっかりと注がんといかんという思いがありましたので、それは非常に考

え方の合意がありまして、ただ、全部その買い込むのにはやっぱり財政的に苦しい

のです。ないのです。はっきり言って。それをどういうふうにして作っていくかと

いう。みんな知恵絞ってくれまして、幸い城陽市には未来まちづくり基金というの

がありまして、これは学校教育、教育以外にも施設の面でどうしても今、新名神が

令和５年度に開通するのにあわせて、気負いすることなく、これ千載一遇のまちづ

くりのチャンスやということで、いろいろなことを同時並行でやらせてもらってい

るのです。それでもいわゆる起債と言いますか、そのいる金は借金して後年に渡っ

て分割して利用してもらうのは、３０年、５０年ずっと、例えば道路一つにも使用

できるわけなのですけれども、借金できないものがあるのですよ。自分のところの

金でやれというのがあるのですよね。例えば今、ＪＲの複線化、それから踏切の拡

幅、久津川のあそこね。今もういけますよね。あの拡幅の費用は言うたら悪いので

すけど、めっちゃ高いのですよ。あれ。ＪＲが工事してくるので、それに対して支

払いは市がやるのですよね。青谷駅も今やらせているのですよ。青谷駅、令和４年

に新しい駅舎できるのです。そういうふうなのは、これはもう自分のところの金で

やらんとあかんというような。だから、非常に厳しいその財政というか、借金がで

きなくてもやらんといかんというのがありまして、だから、そういうことから考え

るときに、まちづくり基金というのは文パルのセール・アンド・リースバックとい

うの御存じやと思いますけれども、あれは一種のリースで、一応文パルを売却して、

それをリースで今使っていて、これ２５年契約で２５年後にはまた城陽市のほうに

という。だから、使用形態としては全く変わらないという、そういう契約ですので、

そこで得たいわゆる売却益と言いますか、その８０億を使いながらのいろいろ今の

町のこれからの未来に関する投資をしている。８０億といっても、この教育委員会

ではあまりこの話していると時間ないのですけども、いわゆる基金として今持って

いるので、それはまちづくりの基金やけども、私はまちづくりというのは人づくり

やという考え方で、ただ、子供の教育にも絶対これは使うべきやということで、議

会も賛同してもらったのです。そのお金を使って、一部ですけどね。まだいわゆる

コロナからの給付金とか国からの補助金、いろいろあった中で、そういう未来まち

づくり基金も使わせてもらって、全小・中学校へのタブレット導入ということを決

断させてもらったという経緯があるのです。いろいろその辺の話をすると御存じの
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教育委員の皆さんには今、子供たちが使っているこのタブレットの原資は、このま

ちづくり基金も投入されているのだということをちょっと頭の中に入れておいても

らったらなと思って、その思いで子供たちの成長、未来のこれからのまちづくり、

つくり手、全国に誇れる人材というものを育てていきたいなという思いでやらせて

もらっていますので、ちょっとそれは御理解いただけたらと思っています。 

    今、教育長、あるいは事務局から説明がありましたＧＩＧＡスクール構想につい

て、教育委員の皆さんからも何か御意見がありましたら発言していただけたらと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

北澤教育長：私のほうから、これ、ハード面の導入は一番早くできたのですけど、その今

見た映像というのは、１１月か１２月か今よりもうちょっと以前のあれなのですね。

当初その先生方が使えるのかどうかとか、いろいろな面で心配はしていたのですけ

ども、意外と想定していたよりもその活用が早いなというのが正直なところで、こ

こまで小学校１年生から中学校まで早く活用するというのはちょっと想定外なとこ

ろがあったのですけども、学校のほうでそれなりに努力していただいたとは思うの

ですけども、ちょっとそのうまく早く進めたというのはどういうところらへんがい

けたのかな。ちょっと分からないのでお願いしたいのですけど。 

松本学校教育課主幹：活用の目安としては１カ月以内ぐらいで全校児童生徒、先生方を含

めて活用ができている状況です。できた要因としましては、各校からの推進リーダ

ーを２名校長先生から推薦していただいておりました。１０月に導入前研修という

ことで、事前の予備知識であったりとか、実際にこの端末を触って今子供たちが使

っているアプリで課題の配付であったりとか、提出であったりとかを体感していた

だきました。そういうイメージを持っていただいて、各校でも伝えていただいてい

たというところ。また、端末が入ってからもそういった検証を適宜していただいて

いる。検証していただくためには材料がやっぱり必要であると。初めてこういう、

私も昨年に初めてこの端末を触ったわけなのですけども、どこに電源があってどこ

を触ったらどうなるのか。さっぱり分からないことが多いという方たちのために、

個別で見れる動画も用意しておりました。基本の使い方であったりとか、またアプ

リの基本の使い方も含めて研修動画を様々用意させてもらいました。そういったも

のを個別であったりとか学校でそれぞれ活用していただいて研修していただいてお

ります。また、９月補正で配備させていただいたＧＩＧＡスクールサポーター、

小・中も含めて週１回プラスで行っていただいております。そういった方たちのサ

ポートを含めて先生方の不安解消であったりとか、また研修のサポート、また慣れ

ない方が多かったらもう研修の前に立っていただいて進めていただいていると。ま

た、他校の情報の共有も今できる仕組みになっておりますので、そのデジタルでの

共有をすることによって進んでいるのではないかというところでございます。 

    以上です。 

奥田市長：今のに関連して何か御発言ございませんか。 

    小森委員、どうぞ。 

小森委員：ありがとうございます。今のお話で、ＧＩＧＡスクールサポーター等の導入が

あったとのことなのですけど今見ていると小学校が週１．５回、中学生のほうは週

１回となっていますが、この回数で、回数というか日にちで足りている。十分対応

できているものなのでしょうか。それとあとこれを導入することによって先生方と

いうのは楽になったのか。以前よりも大変になって今、働き方改革の部分でやっぱ

りこう、時間をあまり延長して残業しないということになっていますけれども、そ

のあたりはどうなのかちょっと教えていただきたいです。 



－10－ 

奥田市長：どうぞ。松本主幹、お願いします。 

松本学校教育課主幹：２点お答えさせていただきます。 

    まず、ＧＩＧＡスクールサポーター、本市は小学校にはＩＣＴ推進マスターが月

２回、いわゆる週０．５入っておりまして、小学校には週１．５サポートしていた

だいております。中学校は週１回ということでございます。もちろん、学校にとっ

ても毎日来てくれたら非常にありがたいのはありがたいですけど、本当に専門的な

知識を有しておられる方で、報酬等も非常に高額になってくると。また、いろいろ

情報やデータの共有もできるということで、週１回にしていただいていると。文科

省のほうの講師についても、これは示し方が少し違いますけど、４校に１人配置で

きたらいいような言い方になっております。城陽市においては、５校に１人配置で

非常に近い値にはこのＧＩＧＡスクールサポーターの配置がなったということで、

もちろん現場の先生にとっては、まだまだもっと来てもらいとか、サポートしてほ

しいという要望あろうかと思いますけど、文科省の方針に沿っては近い値になって

いるのではないかと思っております。 

    また、先生方の働き方改革の関連でございますけども、もちろんこの研修等が増

えるということで、一部帰りが遅くなったりであったりとか、会議回数が増えたり、

また授業での心配や不安が増えるというのはもちろんあるということはもう承知し

ております。そのとおりであると。ただ、これを分かっていただく、理解して活用

していただくと、子供たちがもう自分でこのようにタブレットを使っていってどん

どん学習が進められると。今までは先生の指示があるまでずっと待っておかなけれ

ばいけなかった。ところが、何回も繰り返してやったり、友達の意見も自分で見て

いって、あの子の意見をもっと聞きたいなとか、ここってどうなのっていうところ

が進められるということで、授業の質が上がってくると。また、データの共有であ

ったりとか、データの共有は今まで完全に分断されていたものが、タブレット端末

があることで教室にいても職員会議の内容であったり打合せ事項が見れると。今ま

で戻って確認したりとか、ここの特別教室が空いてるかなといったところが減って

きていると。緊急を要すればタブレットを使って通話もできるというものがありま

すので、機能を分かっていただけたら働き方改革に非常に効果的に寄与するもので

あるということで考えております。これはその機能を理解するところまで今研修が

本年度や来年度当初でどうしても必要であるというところでございます。 

小森委員：ありがとうございます。 

奥田市長：確かにね。マスターするまで、マスターしたら、全体が分かってきたら、もう

有効に活用できてというのがいろいろ考え出てくるでしょうね。子供たちは、例え

ば今日学校へ行ったら、タブレットというのとはどんな関わりを今しているのか。

一番ベースの学校の状態やけれども。 

松本学校教育課主幹：モデル校につきましては、もう１１月から活用が始まっておりまし

たので、小学校では登校したらもう自分たちで電源保管庫から取り出して机の上に

置いて朝学習の準備であったりとか授業の準備を始めています。もうほぼ１日机の

上にある状態で、給食の時間が来たら保管庫に戻す。ペンの充電も少ししてみよう

ということであったり、帰るときには保管庫に完全に戻していくというような。小

学校はそういうふうな活用が非常に多いと。いつでもどこでも使えて、もうまさに

文房具のような取扱い方でされておられます。 

    中学校につきましては、いろいろ指導の面もございますので、教科によって使

う・使わないもあるということで、授業の開始と終わりでそれぞれ充電保管庫から

出し入れするというような形になっております。これも今現在、模索しながら進め



－11－ 

ているところでして、一度子供たちに全部預けてみようかというような学校もあっ

たり、今、様々な動きになっているところでございますけども、子供たちは非常に

親しみ持って違和感なく使っているというところです。 

奥田市長：イメージ的に、子供たちは常に机の上にタブレットを用意していると。それを

授業中でそのずっと使うのじゃなくして、普通の授業と言ったらおかしいかな。授

業があって、で、タブレットを使うときもあるという。そういう理解の仕方でいい

のかな。 

松本学校教育課主幹：はい。おっしゃるとおりでして、もちろんインターネット検索であ

ったりとか調べ学習等で使う時間が長いものがあれば、先ほどの数学の証明の授業

のように、ほとんど紙で書いて提出と共有だけデジタルで見ておいてまた振り返り

等はまた紙に書いたり、問題等は紙に書いたりというようにデジタルとアナログの

上手な使い分けをまた考えていただいているところでございます。 

奥田市長：それは先生の裁量によるわけ。今、小森委員言わはった、その授業するときの

そのプランというのは、それは行き当たりばったりではないやろうし、もしやると

きはこう指導してこのときはこれ使うんやと。そういうふうなことを事前学習して

はるわけね。その辺はまた、もう慣れてきはったら、臨機応変にやらはると思うん

やけど、ただ、働き方改革で小森委員言わはったように、そんなん準備しようと思

ったらまた余分な時間かかってくるやろうけども、それがだんだん慣れることによ

って、また繰り返すことによって要領とか段取り、時間配分とか分かってくる先生

ができてくると。そういう考え方で。 

松本学校教育課主幹：おっしゃるとおりです。よく言われるのが、授業がうまい先生、こ

の活用する仕方も非常に上手であると。タブレットを今まで触ったことなくても、

この機能をどういうところで使ったら有効かとかすぐ発想、イメージが湧かれるの

で、そういうところの研修等もこれまでデジタルの要素を授業の研究の際にあまり

なかったのですけども、取り入れることで効果的な活用ということができるという

ことです。 

奥田市長：なるほどね。効果的な活用ね。ぼやっとしているけど、だんだんちょっともう

分かってきたような気がするので、ほかに御意見ございませんか。 

    﨑川委員、お願いします。 

﨑川教育長職務代理者：今、小森委員が私も疑問に思っていたことを御質問いただいたの

でそこは飛ばしまして、ちょっとハード的な部分で、もうすぐに卒業生がいて新入

学生が３月、４月、そうすると、このタブレットというのは、一旦市に返していた

だいて、それを再転用で新しい入学生に渡していくのか。それと、これ自身が一体

何年を１つの耐用年数として見ておられるのかなと思いまして、その点教えていた

だけたら。 

松本学校教育課主幹：まず、子供たちの端末の取扱いになりますけども、卒業生はもうこ

の端末は新入生に回していくという扱い方で、もちろん在校生は進級と同時にこの

端末を自分で持ち上がっていくと。端末に今、番号であったりとかお名前が貼って

あります。学校によってこの扱い方は様々なところではあるのですけども、自分の

物ではないのですけど配備していて、大事に使いなさいよという意識も込めて、学

校でいろいろ工夫はされて、この渡し方等をされております。そういう扱い方にな

っております。もう１点は。 

﨑川教育長職務代理者：耐用年数、例えば５年で切り替えるのかとか、その辺はまだ今検

討中だとか。 

松本学校教育課主幹：そうです。はっきりとした数字で示されてはいないのですけども、
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この端末が壊れた際の保守を４年間契約でしております。もう電池の消耗であった

りとか、それは何度でも無償で交換してもらえる。また、子供たちが壊すことも想

定されますので、画面が割れるとか携帯でもあると思うのですけども、こういった

ものも１台当たり年２回交換できるというもので、４年間この契約をしております

ので、耐用年数という答えにはならないのですけども、４年間はこれは活用はして

いけるという算段でございます。 

﨑川教育長職務代理者：すみません。もう１点よろしいですか。 

奥田市長：﨑川委員、お願いします。 

﨑川教育長職務代理者：申し訳ないです。４年後、やはりこういうものは一旦古くなって

いきますともう全然使い物にならない場合が多く出てくるので、その点で予算措置

も大変かと思うのですけど、よろしくお願いしたいと思います。これは希望として

のお願いとして発言させてもらいたいのですけども、やはり私らから見ますと孫の

ような小学校１年や低学年生ですね。いっぱいの荷物を持って学校へ行く。そのと

きにかばんに一つこれをもって行けばそれで済むのだという状態がもしできるので

あれば、子供たちのランドセルの負担がぐっと減ってくるのじゃないかなという。

例えば、今日帰って勉強したい、または宿題が出たという時に必要な教科書だけを

持って帰るとか、逆に持っていくとかいうその最低限の荷物で済むような方法が今

後、数年かかってとっていただけたらうれしいなと思いますので、そういうお願い

もしておきたいなと思います。 

    以上です。すみません。 

奥田市長：なるほどね。これね、今、子供たちは教科書はいつも持ち運び、置いている学

校もあるのですか。 

松本学校教育課主幹：置いている学校もございます。 

奥田市長：置いている学校もある。もうほとんどが置いている。それでも持ち帰りしてい

る。 

松本学校教育課主幹：いわゆる算数や国語などについては、テスト勉強等もあったりしま

すので、家庭学習等もありますので持ち帰っているものもございますけども、置い

ておいて支障がないようなものについては学校判断で考えていただいて置いている

ものもあります。 

北澤教育長：市長、ちょっと併せて、今後のデジタル教科書の導入というか、その方法の

中身について分かる範囲で。 

奥田市長：ああ、そうか。デジタル教科書。ああ、なるほどね。はいはい。 

松本学校教育課主幹：今年度１２月に文科省のほうがデジタル教科書の実証授業をすると

いうことで通知がございました。今後はそのかばんの荷物を少なくするという意味

も込めて、テストケースで始めていくというものでございます。ただ、ソフトラン

ディングの始め方でございまして、全国の半数程度にそういった実証校を応募する

という形でございました。これは学校での活用のみならず、ゆくゆくは家庭でもそ

ういったものが見れる。ただ、こちらは家庭でのＷｉ－Ｆｉ環境もありますので、

こちらの課題は一つ大きなものではあるけども、そういったことも見越してできな

いかというようなことでの事業でございます。城陽市については、こういったとこ

ろに積極的に応募していきたいというところでございます。 

﨑川教育長職務代理者：ありがとうございます。 

奥田市長：確かに、﨑川代理者が言わはったように、城陽の小学校の子供たちはランリュ

ック、軽いですよね。よその地域ではまだランドセル使っているところが。あれ、

物入れなくても、ランドセル自体が重いので、あそこへ教科書入れたら異常なウエ



－13－ 

ートなので、今の説明にあったようにデジタル教科書とか、今後そういうふうにな

っていくのでしょうけれども。すごい発想やな。 

    大戸委員、どうぞ。 

大戸委員：すみません。２点ほどあるのですけど、１点は起動というかその使い方による

のですけど、先ほどの映像見させてもらった中で子供らが試行錯誤して書いたり消

したりしてすごいいいなと思う一面、それが保存できているのか。その何と言うの

ですかね。子供が考えてやったものをあとで見返したり、自分はこのときこう考え

ていたのだなとかいうようなものが、やっぱりどこかで見れる場としてこの機能と

していいなとは思うのですが、それはやっぱり必要な部分も出てくると思うので、

そういった場合に、紙で証明のところ書かせておられて残っていくとは思うのです

けど、その残していくものと紙ベースとかこのデジタルの機能と今後どう進めてい

くのかなというのが１点と、もう一つは、あっては困るしないほうが絶対いいので

すけど、臨時休業とかになった場合にオンライン授業で学校とつながった授業がで

きていくのは一つ大きな柱になると思うのですけど、見させてもらっていたら、今

日見た授業の中でやっぱり子供たち同士のこの会話であったりつながりであったり、

そういう集団という中での授業というのがあるので通信していく中で自宅にいる子

供たちというか、そういう子供たちを前提とした何か授業もどこかで練習というか

推進していくことも必要かなと思ったりしてるんですけどそのあたりの推進状況は

どうでしょうか。 

松本学校教育課主幹：２点伺っておりまして、１点目が、書いたものは残せるかどうか。

これは残すことができます。ですので、デジタルポートフォリオというような形で、

できれば全て残していけたら良いのではないかと。もちろん教科別や単元別でそう

いうノートと言われるもの、デジタルノートを作ることができまして、それに今回

子供たちが書いたものを残していくことができます。もちろん写真撮影したものも

残りますので、そういった例えば紙で書いたものも写真で撮っておいて、この単元

のときにこういうふうな学習したよねとか、また自分はこんなふうに書いていたと

かいうこともできます。先ほど体育の授業を見ていただいたかと思いますけども、

ああいう動画のものも残すことができます。もちろん提出もできますのでああいっ

た動きのあるものも残すことができるので、非常に有効性があると考えております。

今後はそういったところ、ノートといったアナログの部分もとっても大事ですし、

直接先生が書き込んだＡとか花丸とか、線引いてここがこんなふうにといういろい

ろなものも非常に大事にしながら、そういうデジタルのところと両立を図っていけ

たらというところでございます。これは２月の研修会を実施させていただく際に、

先生方にお伝えさせてもらって、両立を図りながら進めていただきたいというとこ

ろでございます。 

    続いて、オンライン授業の件でございます。先ほど見ていただいた課題の配付、

提出というものは、学校と自宅にいながらもその回収、提出が可能となります。ま

た、始業式とか交流会での様子、あのような形をとることができて、会話もするこ

とはできるのですけども、やはり教室にいるときのような交流の仕方ではないので、

できることはあっても、じゃあそれが効果的かと言われると非常にちょっとやはり

なかなか苦しいところがあります。子供の学びを止めないという視点で全く何もし

ないじゃなくて、一歩でも二歩でもできる機能を使って授業を進めていく。会話を

していく。交流していくということは大事にできたらと思っております。また、先

生方も動画を子供たちに配付したりとか、子供たちが動画を撮って自分のいろいろ

な様子を伝えたりとかということもできますので、そういった機能を上手に活用し
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ていきながら、もちろんこれは発達段階や学校の実態にもよるかと思いますので、

校長先生の方針に合わせて実施していただけたらと考えております。 

奥田市長：今のお話を伺っていたら、私はもう何か今やっていることがそれはタブレット

ではそんなんできへんやろうと。大戸委員もそういう思いで御意見出されたのだと

思うのですけども、伺っていたら何でもできるみたい。可能性ってここはすごいや

っぱり機能が集積されているのやなあと。ただ、あとそれをいかに使いこなすかと

いうのも。子供らは先ほどの話に戻るのですけど、吸収は早いからできるしね。あ

と、指導者もやっぱり当然そこをマスターしとかないとあかんし。すごいな。これ。

小さいのに。子供らは上手に利用してくれたらいいなと思いますね。ただ、最終的

に松本主幹からもありましたけど、学習等遠距離でも、会社の動きでももう東京集

中から地方へ出て行こうというのは、これはオンラインででもいけるさかいにとい

う動き出てますよね。ただ、それはいい面やけれども、やっぱり人間というのはや

っぱり交流がないと、対面で話して顔見て話をするときようありますわね。私も今、

そんなんコロナの関係でいろいろな人とこの部屋でもやったかな。何回かカメラ通

してあるのですよ。そしたら、一方的にこっちしゃべってるけど、反応がどうやら

分からへんからね。そういう困ったときもある。そやけど、今の交流が濃くなると

言いますか、こういう時代ですからどういうことでもやれることはやったらいいと

思うのですけども、やっぱりいいところは使って、そしたら人と子供たち同士の交

流でね。それを続けてもらうというのが人間として一番の本来の姿やと思いますけ

ど。どう言うたらいいのかな。やっぱり人が中心でという、そういうお付き合いが

一つとのツールとしてのそういう姿であったら。全てじゃないでしょ。何ぼ便利や

から言うてね。我々は人間という動物で、社会生活を営んでる。しかし、すごい。

聞けば聞くほど奥が深いです。また、他に御意見ございませんか。 

    岡田委員、どうぞ。 

岡田委員：今、いろいろ聞いていてわくわくすることがいっぱいあるような気がするので

すけど今のところ学校に置いたままなのですよね。いずれ家に持ち帰りはできるよ

うにする計画というのはおありなのでしょうか。 

松本学校教育課主幹：こちらについては議論する観点がたくさんあろうかなと思います。

理想的には持ち帰って子供たちも自分たちで主体的にというところでありますけど

も、持ち帰ってどんなことをするのか。デジタルでないといけないのかという観点

であったり、またはその家庭のインターネットのその環境について、これは一度整

備してしまえばそれでいいというわけではなくて、やっぱり毎年毎年新入生が入っ

てくるわけですし、そういったところの制度設計をどうしていくのか。そういった

ところがやっぱり大きな課題にはなってくるのかなと。どのように使うのかという

ことと、どのように環境を構築していくのかということについては、この２点は活

用が進む中で議論を深めていきたいと考えております。 

岡田委員：といいますのが、今回このコロナでこういうデジタル化されて一番良かったの

はペーパーレスになったというのが、もう紙に、私たちも教材で印刷をまったくし

なくなったのですよね。前は休み時間のときに印刷室が込み合って大変なことにな

ってたのですけど今は一切もうなくなって、全部先ほど言ってたみたいに配信して

提出も全部インターネット上になってるのですね。やっぱり子供たちがよく言うの

は、プリントをなくしたとか、どこ行ったか分からなくなったとか、もう持って帰

って家の中でくしゃくしゃになっていたりとかするという意味ではちゃんとポート

フォリオがあって整理でき、見やすいかなと。それからもう一つ、動画が録画され

ていて一番いいのは何回もくり返し見たりとか何回も確認できるというのがすごく
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いい点で、やっぱり一回ですっと頭に入る子もいればやっぱり子供たちによって学

ぶスタイルが違うので、そういった意味では自分のペースで見直しができるという

点がすごくいいと聞いたのです。学校の中だけではちょっとうまくいかなくて、家

に持って帰ってもう一回復習とかということであればすごく役に立つだろうし、例

えば学校に行けないというような期間があったとしても、今現在不登校の子供たち

やったとしてもこういうのを活用すれば教育の保障は受けられるかな。いずれそう

なればありがたいなと思うのですけどいろいろ克服しなければならないことがある

のも分かりますし、持って帰ったら壊しちゃったりとか行き帰りが多分一番、何か

落としたりとかぶつけたりとかあると思いますけれども何かいろいろ考えていただ

ければなと思います。ありがとうございます。 

奥田市長：今のお話の中で、ペーパーレスのほうの動きね。こういう山積みにこうあった

ら、なかなか見るのも大変ですよね。いや、個人的なこと言いましたね。これ触っ

てたら、本来見たいものを探すのに、違う画面が最初出てきたら、そっちに興味が

あるのがあって、そっち見ていて、それを見ていたらまたそこの画面でまた興味あ

るということありません。ほんで、俺何調べてたんやろと思って、それぐらい何か

次から次へと展開があったりとか、それでいて関心・興味があるし、さっきの映像

でも、子供たちが何か普通、皆さん先生やからいろいろ経験あると思いますけどそ

の授業をやっていたら全生徒、子供が集中してこっちのほうを見たりとかしてない

ですよね。これやっていたらみんなこれ集中して、そんなイメージ受けたんやけど

も。これはものすごく効果的やないかなという感じはしますね。それで、おっしゃ

っていた不登校の子らでも、確かにこんなんものすごく感心あるんやないかなと。

人との関り、子供、生徒同士の横のつながりがうまいこといけへんだとしても、こ

こでやったらいけるし、これをきっかけにまた復活してくれたらいいなと。その辺

も研究してくれてはると思うけど。使用方法であったり。 

松本学校教育課主幹：個別に配信することもできますので、先ほどの教室の姿は全員一斉

にということやったのですけども、この子にだけ送ってということもできますし、

もちろん課題が早く終わった子、伸び残しがないようにすることもできますし、デ

ジタルドリルも教室外でもできますので、いわば補充であったりとか補習であった

り、また今の通級等でも活用が進んでおります。特別支援学級においては個別に特

に特化してする必要があるので、こういった機能は本当に多様にできるということ

で、重宝されております。 

奥田市長：これ見ていて、その今子供でも授業をやる気のある子とない子がいるでしょ。

これ通してやったらやる気出てくる。ちょっと甘い考え方か。どう思われます。何

か集中しそうな気がするんやけどもね。 

    﨑川委員、お願いします。 

﨑川教育長職務代理者：今の件に関してで、私の勝手な思いかもしれませんけども、この

コロナで仕事も減って人が来なくなって、私自身どっちかというたらひきこもりの

気があるなと再認識したのですけど、というのは、一日中事務所にいて不安も何も

苦痛もないのですね。じっとしていられるのです。中には人としゃべることが大好

きな人がおられますし、それをやっぱり個性として見たときに、市長言われたよう

にこれがあることによってその子がひきこもりであっても部屋にこもって勉強する

時間がたとえ３０分でも延びてくれれば、非常に有用性があるのじゃないかなとい

うのも感じますし、また持って帰れなくても家庭によってはやっぱりパソコン、ノ

ートパソコンでもいいですから持たせている親御さんもおられるでしょうし、何か

ログインパスワードとかアカウントを使えば、個人的にその授業に入れるのだとか
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いうような方法も配信で、タブレットでも入れますよというような方法がとれれば、

なお活用できないかなと今、ふと思ったものですから、またその辺も検討していた

だけたらなと思うのですけど。すみません。 

松本学校教育課主幹：授業での活用の延長で、家庭学習であったりとか個別の指導の計画

の工夫というのがあるかと思いますので、授業の中身の充実をしていきながら個別

に対してどうアプローチすれば良いのか。そちらについても研究は進めてまいりた

いと考えております。 

﨑川教育長職務代理者：よろしくお願いします。 

奥田市長：なるほどね。 

    大戸委員、お願いします。 

大戸委員：水を差すような意見になるかもしれませんけど長時間見ることが出てくると思

うのですけどそういった場合に、昔、テレビ見てたら目が悪くなるよとか言われた

のですけどこのタブレット使用を増やしていくことは、子供たちの視力とかそうい

ったことには特に心配はないのかな。そのあたりはどうなのかな。 

松本学校教育課主幹：こちらはデジタル教科書のこれまでの精度と多分同じ意見かなと。

デジタル教科書はこれまで学習者用ですね。子供たち向けのものがほぼ整備がなか

なか進まなかった原因で、授業時間内において半分、２分の１以下に抑えなさいと。

それはもう視力が悪くなるからとか姿勢がとかということが原因だったようなので

すけども、これは今後ちょっと撤廃していく方向であると。やはりどのぐらい見る

のか。４５分間の授業で４５分間ずっと見続けるわけではないと。ただ、課題は姿

勢であったりとか、また健康被害は今後もちろん起こってはくるだろうけども、そ

こはメリット・デメリットと言いますか、デジタル教科書を一切使わなかったら健

康ですばらしくできるかと言ったらそうでもないというところでの、その文科省の

ほうでもそのバランスがやはり難しい。でもやはり、デジタル教科書であったりと

かＩＣＴの活用というのは、単に機械を使いこなせて働き方改革とか子供たちも楽

になるからではなくて、こういったいろいろなＩＣＴとかＡＩの機能を知った上で、

じゃあ今後は自分たちはどのような社会を作っていくのかという未来を創造する人

材づくりでもあるというふうに言われておりますので、そういうところに目を向け

て、健康被害を無視するのではないのですけども、本当にあるのかどうかを実証研

究していきながら進めていきたいということであります。もちろん文科省には今後、

この端末の更新の際には本当に効果的であったか、デメリットで大きなものは何だ

ったか。そういったところを見極めて今後の更新であったりとか活用については考

えていきたいというふうに聞いておりますので、そういう観点で活用を進めるであ

ったりとか、また健康被害等については留意していきたいと考えております。 

奥田市長：とても重要なことやと思いますね。昔ね、テレビってブラウン管、あれ何て言

うの。あれは前から見たら目が悪くなるって言われましたね。今の画面は何画面と

言うのかな。何かそれはその目に対してはまだブラウン管のあの時代よりはいいと。

そやけど、そんなん絶対的にこんなん長時間見ていたら、この距離でこんなんやっ

ていたら学校でこういう使い方をするというのは、先生がいていろいろ指導できる

やろうけど、家でｉＰａｄ持っていたら、あんなん集中したらずっと見てると思う

わ。ゲームやっていたらおもろいしね。だから今、例えばコロナやったらこの部屋

でも長時間会議するなと。換気が大事やと。庁内でも全部それ言うてるし、学校の

先生も言うてくれてはると思うのですよね。当然ね。だから、学校でこのタブレッ

トの使用のときには当然先生の配慮でちょっと窓の外、青空見ようという、１分か

２分でもええやろうしとか、そういうふうなので目が傷んでいるのを調整するとか、
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こういうふうなのが直接関係なくても必要になってくるじゃないかと。それはまた

一番大事なことやないかなと。そういうことも感じるように、大戸委員の御意見か

ら私は思いました。それも確かに力つけてくれるのは大事なことやけど、逆にデー

タ的な結果出ていない、どの子か分からないけども、目を傷めるということも、こ

れはちょっと問題やろうしね。その辺も研究してもらいながら時間的な配分もして

もらえたらなと思いますね。目のことは詳しく分からんけど。何かね。瞳孔じゃな

いけど、何か開いたままで緩くなってしまうとか。やっぱり遠くを見ろとか言われ

るしね。ありがとうございます。 

    他にございませんか。すみません。いっぱい御意見あると思うのですけど、今の

時期ですのでもうできるだけちょっとここも一応換気はしているのですけれども、

また個別な御意見がありましたら事務局のほうとか連絡いただきながら今後、この

ＩＣＴ教育が城陽の子供たちに根づいて立派な成果を上げてくれたらいいなと思っ

ておりますので、またその辺の御指導よろしくお願いしたいと思っています。 

    それでは、北澤教育長、まとめというのは何ですけども。総括をお願いいたしま

す。 

北澤教育長：いろいろと多数の意見賜りましてそれを参考にしながらまたプランを練って

いきたいなというふうに思います。ＩＣＴも有効なツールというふうになりますけ

ども、万能ではございませんので、今日まで培ってきました血の通った教育といい

ますか、人と人とのつながりの中で培う教育を大切にしながらも、デジタル化社会

に対応できる力をつけていきたいなというふうに思っております。あと１点、最初、

市長のほうからまちづくり基金のことが出ましたけども、今、少子高齢化というこ

とで、高齢というのは今５０代あたりのベテランの先生がこれからどんどん退職、

今もそうですけどもしていくと。少子というのは小さい子たちもそうなのですけど

も、この前の成人式で会ったような二十歳過ぎの子供というのは随分と減ってきて

いるということで、魅力ある職場、あるいは魅力ある職業でない限り、有能な人材

が教師になってくれないという。そういった時代を迎えているのかなというふうな

危惧を持っております。したがいまして、教師というのが魅力ある職業、職場であ

るということをこの城陽市から発信できればうれしいなと。施設整備もそうですけ

ども、教師にとって生きがいとなるような教育実践ができる城陽市の学校と、こう

いうことが実現できれば大変うれしいし、そのことが教師というのは結構ネットワ

ークを持っていますから、広がっていけば山城地域全体もそうですし、城陽市の人

口減少の対策にも一役買えるかなぐらいは大きく思っているところでございます。

そういった意味で、まちづくり基金を使わせていただいたことも結果としては効果

となって現れてくるのではないかなというふうに思っています。とりあえずデジタ

ル化社会に向けての教育の出発点に今はあるという、そういった意味合いをしっか

りと理解し、気合を感じ、また意欲を持って学校運営のほうをしっかりとサポート

していきたいと思っていますので、どうかよろしくお願いいたします。今日はあり

がとうございました。 

奥田市長：ありがとうございました。長時間にわたりましていろいろ御意見頂戴いたしま

した。御協議いただきました。可能な限り本市の教育行政に参考にさせていただき

たいと思いつつ、教育委員会の皆様とは連携・連絡を密にしながら今後とも会議を

進めてまいりたいと思っております。次回の会議日程等につきましては、改めて事

務局のほうで調整させていただきますので、またよろしくお願いいたします。今日

の会議について、全般的に事務局、何かあります。 

薮内教育部長：ありがとうございました。今年度いろいろなまれに見るようなウイルスの
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感染でこんなことになるとは夢にも思っていませんでしたけども、何とか１年を締

めくくれるような時期になってまいりましたので、大きな転換点と今年はこのデジ

タルでなりましたので、来年度以降、これからまた予算査定残っていますけども、

最終来年度の予算も先ほどの教育長の説明がございました輝きプランを実現できる

ように我々も努力してまいりますし、市長にも協力を求めながら来年度を迎えたい

と思います。また、今年度多分もうこの日程では今年度はこの１回で開催できない

と思いますので、次年度以降、またコロナの状況も見ながら皆様方にお集まりいた

だいて、また総合教育会議を開催していきたいと思いますので、またよろしくお願

いいたします。 

奥田市長：それでは、これにて第１回城陽市総合教育会議を閉会いたします。御多用の中、

今日はお集まりいただきましてありがとうございました。 

 

（午前１１時３０分 閉会） 

 


